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北海道中央部,佐 幌岳 とその周辺 におけるエゾナキウサギの生息地

ひが し大雪博物館友 の会 ナキ ウサギ調 査 グル ープ1)

ThehabitatofNorthernPikas,Ooo伽 α1珈 θrゐo脚 アθβoθπ3`3atMt.Sahoro

anditssurroundingarea,centralHokkaido

NorthernPikaresearchgroupofHigashiTaisetsuNaturalistClub1)

は じ め に

エゾナキ ウサ ギOco'oηo伽 ρε酌07θoyθ50θη3お

(以下,ナ キウサギという)は,北 海道中軸部の

山岳地帯(中 央高地,日 高山脈,夕 張山地など)

に分布 し(図1),岩 塊地(岩 が積み重なったと

ころ)に 生息する.日 高山脈の北端に位置する佐

幌岳(標 高1059.4m)の 東斜面 の岩塊地(標 高

760m付 近,図2の1)で,1987年 にナキウサギ

の糞が発見 された(川 辺1989).し か し,こ の岩

塊地は岩の堆積状態から繁殖個体群を安定的に維

持できるほどの規模 とは考えられなかった.こ の

ため,近 くに未発見の生息地がある可能性が出て

きた.そ こで,佐 幌岳 とその周辺においてナキウ

サギの生息を明らかにするたあ調査を行ない,若

干の知見が得られたので報告する.

調査地の概要と調査方法

南北140kmに 及ぶ日高山脈は,佐 幌岳付近から

高度を減 じ,佐 幌岳の北方約6kmの ところで終

わる.剣 山以北の日高山脈は,貫 入 した花歯岩に

よって山体がつ くられている(橋 本1971,国 府

谷ほか1969).そ して,佐 幌岳の北に続く地域は,

かっての大規模な火山活動によって噴出した火砕

流が堆積 してできた溶結凝灰岩の台地である(橋

本1971,小 山内ほか1968).今 回は花歯岩が分

布 す る佐 幌 岳 と佐 幌 岳 の南 方 約13kmに 位 置 す る

オ ダ ッシュ山 そ して溶 結凝 灰 岩 が分布 す る佐 幌 川 ・

パ ンケ ニ コ ロ川 ・パ ンケ キ ナ ウ シ川 ・ペ ンケ ナ イ

川 ・十 勝 川 ・シ ー ソ ラ プ チ川 流 域 に お い て調 査 を

行 な っ た.調 査 の 日程 は,以 下 の通 りで あ る.

1991年6月29日

1991年10月9日

1993年10月4日

1993年10月17日

1994年10月23日

佐幌岳北斜面

空知川流域

オダッシュ山北東斜面

佐幌岳北方尾根

佐幌川流域,パ ンケニコロ川

流域

6璽

図1.北 海 道 に お け る ナ キ ウサ ギ の 地 理 的 分 布.川 辺

G992)を 一 部 改 編.

Fig.1DistribuionofNorthernPikasinHokkaido

1)阿 部彰一,河 井大輔,川 辺百樹*,貴 志浩子,北 川雅啓,久 保進,小 葉松弘恵,鈴 木利典,島 田雄吉,立 花良秋,種 田奈美,辻 本

涼子,韮 沢豊,比 企知子,平 田正明,平 田道子,牧 田英男,牧 野靖伴,松 田まゆみ,丸 山立一,森 幸枯,山 下 征夫,山 田和幸,

山田真弓,米 山千昭,渡 辺幸子(*は 執 筆責任者)
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図2.佐 幌 岳 付 近 の 調 査 地(1～5).国 土 地 理 院 発 行20万 分 の1地 勢 図 「夕 張 岳 」 使 用

Fig.2Studysites(1～5)atMt.Sahoroanditssurroundingarea.

1997年10月26日 十勝川流域,チ カベッ山,パ

ンケキナウシ川流域

1998年9月20日 佐幌岳北方尾根

調査人員は延べ42人 であった.現 地ではまず岩

塊地の発見に努め,岩 塊地を発見 した場合には,

堆積 した岩の隙間をのぞきこみ,糞 や貯食植物を

探 した.

結 果

1)佐 幌 岳(標 高1059.5m)

北 斜 面 の 標 高750～880mの 沢型 地 形 の と こ ろ に

岩 塊 地 が あ り(図2の2),標 高850m付 近 の2ケ

所 で 糞 を 発 見 した(1991年6月29日).佐 幌 岳 の

山 頂 か ら北 西 へ1.5kmほ ど の と こ ろ に あ る標 高

1036mの ピー ク(以 下,1036mピ ー ク とい う)付

近 に 約1.5ha(現 地 で 測 量 で きな か った た め,地
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図 か らの読 み見 取 りに よ る)の 岩 塊 地 が あ り(図

2の3,図3),こ こで 古 い 糞(3か 所)と 古 い

貯 食植 物(シ ダ植 物,1か 所)を 発 見 した(1993

年10月17日).糞 と貯 蔵 され た植 物 の 鮮 度 か ら こ

の年 の もの で はな い こ と は明 らか で あ った(図4)

が,ど れ くらい の 時 間 が 経 って い るか は判 断 で き

な か った.な お,ナ キ ウサ ギ の 鳴 き声 を 聞 くこ と

はで きな か った.1998年9月20日 に調 査 を 行 な っ

た と こ ろ,貯 食 植 物 と糞 が あ っ た が,い ず れ も

1993年 に発 見 され た もの で あ っ た.っ ま り,少 な

くと も1993年 以 降 ナ キ ウサ ギ は生 息 して い な い と

い うこ とで あ る.

2)オ ダ ッ シュ山(標 高1097.7m)

北 東 斜 面 の標 高840～940mの 沢 型 地 形 の と ころ

に 岩 塊 地(幅 約10m,長 さ 約150m)が あ っ た

(図2の4)が,糞 や 貯 食 植 物 な ど は発 見 され な

か った.

3)佐 幌 岳 北 方 の溶 結 凝 灰 岩 台 地

パ ン ケ ニ コ ロ川 の標 高400m付 近(図2の5)

と十 勝 川 の標 高500m付 近(図2の6)に 岩 塊 地

が あ ったが,糞 や貯 食 植 物 な ど は発 見 さ れ な か っ

た.

佐 幌川 流 域 とパ ンケ キ ナ ウ シ川 流 域 で は岩 塊 地

を発 見 で きな か った.

4)佐 幌岳 西 方 の溶 結 凝 灰 岩 台 地

シ ー ソ ラプ チ川 流 域 の 北 落 合(標 高440m)か

ら芳 白橋(標 高600m)ま で 間 で は岩 塊 地 を発 見

で きな か った.

図3.佐 幌 岳 北 方 の1036mピ ー クの 岩 塊 地

(写真川辺百樹)

Fig.3.Theblockfieldat1036mpeakofMt.Sahoro.

考 察

佐幌岳の東斜面の近 くに未発見のナキウサギの

生息地があるだろうとの予測のもとに今回調査を

行なったところ,佐 幌岳の2ケ 所の岩塊地でナキ

ウサギの生活の痕跡である糞や貯食植物を確認で

きた.し か し,ナ キウサギの生息にとって このあ

たりで最 も好適 と考えられた1036mピ ークの岩塊

地は,1993年 以降ナキウサギが生息 した痕跡はな

か った.っ まり,佐 幌岳 とその周辺でナキウサギ

の繁殖個体群を確認することはできなかった.

では,佐 幌岳に糞や貯食植物を残 したナキウサ

ギは,ど こからきたのであろうか.こ れには次の

3っ の可能性が考えられる.

1)佐 幌岳 とその周辺にまだ発見されていない

繁殖個体群の生息地があり,そ こから分散 し

てきた個体が糞や貯食植物を残 した.

2)か って1036m尾 根の岩塊地に繁殖個体群が

存在 し,彼 らが糞や貯食植物を残 した.

3)佐 幌岳 とその周辺には繁殖個体群の生息地

はなく,中 央高地あるいは日高山脈(ペ ンケ

ヌーシ岳以南)の 生息地から分散 してきた個

体が糞や貯食植物を残 した.

ナキウサギは,採 食時や移動時に岩塊地か ら離

れることはあるが,彼 らが岩塊地でないところで

繁殖 したという事例は,少 な くとも北海道では知

られていない.テ レメトリー調査によると,彼 ら

は4200～11530㎡ の行動圏をもっ(小 野山ほか

図4.佐 幌 岳 北 方 の1036mピ ー クの 岩 塊 地 の ナ キ ウ サ

ギ が 貯 蔵 した植 物(写 真渡辺幸子)

Fig.4.ThescatsandplantsstoredbyNorthern

Pikasintheblockfieldat1036mpeakofMt.Sahoro.
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1991).し たがって,ナ キウサギの繁殖個体群が

安定的に維持されるためには,複 数のっがいが生

活できる面積の岩塊地が必要となる.岩 塊地はど

こにでもあるわけではない.岩 塊地の形成には,

ブロック状に壊れる性質をもっ岩石(花 商岩,安

山岩,溶 結凝灰岩など)が 不可欠である.そ して,

場合によってこのような岩石が風化作用を受 けや

すい状態にあったという地形条件が関係する.

今回調査を行なった佐幌岳 とその周辺には,ブ

ロック状に壊れる性質をもっ花歯岩 と溶結凝灰岩

が広 く分布 している.今 回の調査地では花陶岩の

場合,岩 塊地に2っ のタイプが認められた.っ ま

り,① 斜面上部の露岩が風化作用をうけ,落 下 し

た岩塊が斜面中腹に堆積 してできたもの(佐 幌岳

の北斜面 とオダッシュ山の北東斜面の岩塊地)と

②山稜の岩峰が風化作用をうけ,生 産された岩塊

がその場に堆積 してできたもの(佐 幌岳1036m尾

根の岩塊地)で ある.ま た,溶 結凝灰岩の場合,

岩塊地は,河 川の浸食によってできた溶結凝灰岩

の急崖が風化作用をうけ,そ の下部に岩塊を堆積

させた ものであ った(パ ンケニ コロ川 の標高

400mと 十勝川の標高500mの 岩塊地).

花歯岩の①のタイプの岩塊地は,沢 型地形にあ

るため,降 雨時や融雪時に岩塊地に流水が発生 し

やすい.ま た溶結凝灰岩の岩塊地は,岩 の堆積量

が少ないうえ主に巨礫か らなるため,岩 と岩がっ

くる空隙が乏 しかった.こ のような岩塊地は,ナ

キウサギの生息にとって好適ではないらしい.こ

のようなことか ら,こ の地域では花商岩の②のタ

イプ,つ まり山稜に形成された岩塊地が,ナ キウ

サギの繁殖個体群の存在を可能にすると考え られ

る.し か し,佐 幌岳1036mピ ークを除き,オ ダッ

シュ山以北の日高山脈の山稜上にこのタイプの岩

塊地を認めることはできなかった.し たがって,

「佐幌岳とその周辺にはまだ発見されていない繁

殖個体群の生息地があり,そ こから分散 してきた

個体が糞や貯食植物を残 した」という可能性は低

い.ま た,こ のことは1036m尾 根の岩塊地が孤立

した生息地であるということを意味 している.こ

の岩塊地に5年 以上ナキウサギの移住個体の痕跡

がみられなかったということは,こ こへのナキウ

サギの移住が難 しいことを物語 っている.こ のよ

うに他の生息地か らの移住が難 しく,収 容力が限

られた小規模な岩塊地でナキウサギの繁殖個体群

が安定的に維持されてきた可能性も低いとみなさ

なければな らない.し たが って,「 かって1036m

ピークの岩塊地に繁殖個体群が存在 し,彼 らが糞

や貯食植物を残 した」可能性より 「中央高地ある

いは日高山脈(ペ ンケヌーシ岳以南)の 生息地か

ら分散 してきた個体が糞や貯食植物を残 した」可

能性の方が高いと考えられる.
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Summary

WeinvestigatedthehabitatofNorthernPikasatMt.Sahoroanditssurroundingareafrom

1991to1998.WefoundplantsstoredbythematMt.Sahoroon170ct.1993.Butwedidnot

findanyhabitatsoftheirbreedingpopulationintheabovementionedarea.Theindividuals

whichleftscatsandstoredplantsatMt.Sahoromostlikelycamefromthecentralmountain

districtofHokkaidoorthesouthofMt.PenkenushiinHidakamountains.


